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市では、市民のみなさんが大切にし、よりどころとしている文化財を上越市 

「地域の宝」とする認定制度を令和 2年度に創設し、現在 86件を認定しています。 

とは 

（
大
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七ヶ所新田地蔵尊は約３４０年

前から鎮座する地蔵菩薩です。 

災難除け、子授かり、安産、子育

て、特に赤ちゃんの夜泣きにご利

益があると言われており、子育て

地蔵とも呼ばれ、近郷近在の信仰

を集め、遠方からも参拝されてい

ます。(参考：冊子「七ヶ所新田 む

らの歴史」) 

和田区地域協議会では「上越妙高駅周辺の整備、活性化について」をテーマにして話し

合っています。前号では、駅周辺の土地利用の現状等に関する市担当課からの説明等を掲

載しました。今号では、釜蓋遺跡に関する市担当課からの説明等を掲載します。詳しくは

２～３頁をご覧ください。 

釜蓋遺跡ガイダンス 

（所在地：大和１丁目１０番１２号） 
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自主的審議上越妙高駅周辺の整備、活性化について 

▲第４回地域協議会の様子 

第４回地域協議会（９月２９日開催）では、市の文化行政 

課から釜蓋遺跡について説明を受けました。 

○釜蓋遺跡の概要 

・駅周辺の土地区画整理事業の決定後、平成１７年から遺跡の有無を調査した結果、弥 

生時代の終わり頃の環濠集落の遺跡があることが分かった。その内容、規模から国の 

史跡として後世に残すこととし、平成２０年に国の史跡に指定される。 

・当市から妙高市にかけての３つの遺跡（釜蓋遺跡、吹上遺跡、斐太遺跡）で斐太遺跡 

群という国指定史跡になっている。各遺跡が密接に関係して移り変わってきている。 

・平成２１年度から１０年間発掘調査をし、令和２年度に成果となる総括報告書を作 

成した。今のところ、この遺跡公園内を新たに発掘調査する具体的な計画はない。 

 

【市の主な説明内容】 

 

まずは釜蓋遺跡の現状を知る

○釜蓋遺跡公園、釜蓋遺跡ガイダンスの整備概要 

・用地買収を経て平成２５～２７年に整備し、平成２７年４月にオープンした。 

・遺跡公園の整備は、地下に眠っているものを後世に向けて保存するため、地下に影響 

がないようにすることを基本としている。遺跡公園は、地下に影響がない、整備の目 

的に反しないものであれば活用できる。 

 

・ 

・平成２７年４月にオープンした。 

○整備後の活用状況 

・平成２８、２９年に遺跡公園東側でオクトーバーフェストが開催された。 

・学校や団体による学習利用、イベント利用、吹上・釜蓋遺跡応援団による春と秋の遺跡 

まつり（コロナにより休止中）が行われている。 

・吹上遺跡とも連携しており、ＪＲ東日本の「駅からハイキング」のコースに設定し、周 

遊を図っている。 

・遺跡公園は利用者があってこそ。地元の方には、地下に影響がない、整備の目的に反し 

ないという条件をクリアしながら、いろいろな形で使ってもらいたい。 

 
【主な質疑応答】 

委員 遺跡公園の北側は花で彩られている。それ以外の遺跡公園全体を四季折々の花で彩 

れば、駅を降りた人にもっとインパクトを与えられるのではないか。 

市 できるできないで言うとできるが、どう耕す等、様々な条件をクリアする必要があ

る。また、全体をそのような活動で使えるかどうかの判断ができていない。市とし

ては地元の方と一緒にここを活用してもらいたいと考えている。遺跡公園北側は、

吹上・釜蓋遺跡応援団の協力を得ながら花畑としている。 

委員 最近キャンプ等が流行っている。土器で料理をし、昔の生活体験を子ども達と一緒 

にキャンプをする等、人を呼び込むようなことはできないか。 

市 平成２７年に商工会議所がテントで弥生体験を催した。例えば町内でそのようなイ 

ベントを是非企画してもらえればと思う。提案があれば是非問い合わせてほしい。 
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自主的審議上越妙高駅周辺の整備、活性化について 

 

▲釜蓋遺跡公園の視察の様子 

地域協議会では自主的審議の協議に生かすため、１１月１４日（日）に釜蓋遺跡公

園と釜蓋遺跡ガイダンスを視察しました。 

○釜蓋遺跡公園 

・平成２７年当時は発掘調査中で中の様子が断定でき

ず、竪穴建物の復元はしていない。今後、復元等を含

めて検討していきたいが、費用も相当かかるため、復

元か違うやり方か、議論が分かれると思われる。 

・環濠（水堀り）は青い砂利を敷いて表現している。 

▲釜蓋遺跡ガイダンスの 
視察の様子 

【市の主な説明内容】 

 

釜蓋遺跡公園と釜蓋遺跡ガイダンスを視察

○釜蓋遺跡ガイダンス 

・ここでは釜蓋、吹上、斐太の３つの遺跡を紹介して 

おり、展示品は釜蓋、吹上のものである。 

・環濠は大きなお堀。発掘した環濠の一部の断面に接 

着材をつけてはがしたものを展示している。 

・釜蓋遺跡は本州最北端にある環濠集落である。 

・建物の９割は竪穴建物。柱は穴を掘ったり、板を敷い

て建てられていた。特徴としては、床面積１００㎡を

超える大きな竪穴建物が複数見つかっている。 

・この遺跡からは米がたくさん出土している。 

１，８００年前の米だが、今とそんなに変わらない。

土器についたオコゲも展示している。 

・吹上遺跡ではヒスイで勾玉等を作っていた。それら

を長野や西日本へ出荷していたと思われる。勾玉等

に穴をあけるための「石の針」は人間業とは思えな

いので、是非みてほしい。 

○吹上・釜蓋遺跡応援団について 

・釜蓋遺跡公園を中心に、ものづくりや花の育成等の活動をしている。 

・構成メンバーは地元の人が多い。 

・加入にあたって資格や年齢制限はなく、随時募集しており、是非加入いただきたい。 

・委員 コロナ禍だが、ここを歩く人は何人くらいか。新幹線利用者はここを目的に来て 

いるのか。 市 数えていないが、新幹線利用者や地元の人が歩いている。新幹線利用 

者はビジネス目的で来て、待ち時間で来ていることが多い。 

・委員 西側の景色が素晴らしい。 市 新幹線駅前の一等地でありながら史跡として残し 

ている。駅周辺は変わっていくが、ここはこのロケーションで残し、後の世代にいくに 

したがい貴重なものになる。 

▲石の針（吹上遺跡） 
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紹介 令和３年度地域活動支援事業の活動状況 

防災計画づくりと避難訓練実施事業 

提案団体：島田町内会 

大和地区古文書(更正図)の保存と活用事業 

提案団体：大和郷土研究会 

子供達の安全と健全育成事業 

提案団体：大和二丁目町内会 

上越市認定 地域の宝「荒町観音堂」の保

存と活用事業 

提案団体：大和三丁目町内会 

 

子ども達が安全・安心に遊べる環境づくり

を推進し、健全育成を図ることを目的に、大

和神社境内の遊び場の遊具の一部を更新す 

 南部まちづくりセンター 〒943-0892 上越市寺町 2丁目 20番 1号 
（上越市福祉交流プラザ 3階） TEL：025-522-8831 

和田区地域協議会は月１回程度、ラーバンセンター２階の第４研修室 

（大和６丁目３番３０号）で開催しています。 

地域協議会は公開しており、どなたでも傍聴できますので 

お気軽にお越しください。開催日については、市のホーム 

ページでお知らせしています。また、内容も含め詳細に 

ついては下記までお問い合わせください。 

 

るとともに、下校

時の安全パトロ

ール、遊具の安全

管理等を行いま

した。 

町内の一体感醸成と活性化を目的に、令和

２年度に上越市「地域の宝」に認定された「荒

町観音堂」の周辺環境の整備、石仏の保存整 

備を行うととも

に、観音堂の由来

や町内の歴史に

関する講演会を

行いました。 

大和の地域に誇りを持ち大切にする地域

愛を醸成するため、大和地区に残る明治２０

年代の土地更正図を電子化により保存する 

とともに、更正図

から見える昔の

大和地区等に関

する公開講座を

開催しました。 

平成７年に発生した７・１１水害で当町内

が被災したことを踏まえ、地域の安全・安心

を図るため、住民参加（島田下新田町内会の

による 住民を含む）によ

り防災計画をつ

くるとともに、避

難訓練（コロナ禍

で規模縮小）を実

施しました。 


